
平成２０年９月1日
新宿区子ども家庭部子ども家庭課

平成２０年度新宿区次世代育成協議会・部会の方向性

◆第２回次世代育成協議会　全体の意見◆

部会テーマ「子どもの虐待防止と地域の役割」

１　親子への支援策の充実・周知の大切さ

２　家庭を孤立させないかかわりの大切さ
　孤立した家庭をつくらないような働きかけ、積極的に家庭に対してかかわるということ（アウトリーチ）
について検討が必要。相談するアクションがとれない人に対して、どのようなアプローチをするのかという
ことも大きな課題。

３　虐待に至る前の対応
　当初の目的である地域の役割という形で考えるとするならば、虐待に至る前の子どもや家庭にできる支
援、いわば予防的な措置というレベルで地域が積極的に関与できることを考えるべきではないだろうか。そ
のレベルであれば、区民一人ひとりの目線から、地域、あるいは一人ひとりのレベルで取組んでいかれるの
ではないだろうか。

４　監視し合うのではなく温かいまなざしで
　区民がお互いに監視し合うというような態勢づくりになることを避けながら、温かいまなざしで予防的な
措置ができるような、具体の提言ができればいいのではないか。

５　ごく普通の生活を送っている家庭への支援
　大切なのは、虐待に至る前のごく日常的に普通の生活をしている家庭への支援体制であろう。

６　いくつかの時期に応じた支援体制・情報提供の必要性

　幾つかの時期に分けながら、その時々に必要な支援体制、情報が必要。

①妊娠がわかってから出産に至る前の支援
②産まれて間もない、まだ子どもの方から親に、保護者に対して社会的な反応をしない、まだかわいらしさ
というものが実感できない大変不安定な時期への支援
③子どもとの関係ができてから、２歳ごろまでの、幼稚園やあるいは他の方々といろいろかかわる場のな
い、時期の支援

④保育所、幼稚園等、家庭以外のところに何らかの形で所属をしている時期の支援
⑤小学校前半、後半、中学以降の思春期

７　子育て支援者の養成とネットワーク化・ネットワークを生かすための人材育成・活用
　ネットワークを有効に生かすために重要なものは、以下の３つの部分だと思う。
①人材育成　②育成した人材を生かす仕組み　③それを活性化させるための財政投入

８　区民ボランティアの活用
　新宿区民の中には、何とかしたいという思いを持っている人がたくさんいると思う。いかにそのボラン
ティアの人たちが、クオリティーを持って、また認知もされながらアプローチをしていけるのかという環境
づくりというのが、行政として最も必要なところだろう。

平成１９年度の振り返り

第二回協議会
１１月２６日（月）

部会の協議内容報告

　　　　　　↓

協議会全体で
部会テーマについて協
議

【第1回】
９月３日（月）

顔合わせ
①児童相談所・子ど
も家庭支援センター
からの現状報告

②調査内容の検討

【第2回】
１０月１６日（火）
①調査結果を基に分
析・協議
②具体的な対策の提
案の方向性・枠組の
検討

【第3回】
２月１２日（火）

１９年度の

まとめについて

最終協議

調
査
の
実
施

平成１９年度 部会の流れ
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◇これまでの議論及び事例の報告等を基に協議

　１　要保護児童の洗い出しでなくその前の予防を
　大切なのは、要保護児童を区民の中から洗い出すという体制をつくるのではなく、いかにその前で食い
とめるかである。緊急性のある人は専門家に任せなければならない。

　２　産前からの支援を
　赤ちゃんがお腹にいる産前の段階で、何らかの形で、その地域の保育園・保健師なども含めてできるこ
とがないだろうか。

３　活動の核となる人材確保
　継続性と人を担保することが支援のためには大切。学校にとっても地域と一緒に手をつないでやってい
くことが重要。大学生をはじめ、若い中学生、高校生たちも含め、違った世代のかかわりもできるし、そ
の関わった子どもたちがまた次の世代につながる。

４　地域に根ざした方々の気持ちの高まり・地域全体を見ること
　

　あいさつや、一つ一つの小さな言葉やつながりが、いろいろな波及している問題を解決していく１つの
きっかけになってくるのではないか。

６　日常的な取組みから・・・
　日常的に普通の子どもに対して何かかかわりを持っていくことが、結果的にその防止に供するかもしれ
ないぐらいでいいのではないか。大きな効果を最初からねらわず、効果がないかもしれないけれどもやっ
てみることが、結局、家庭が孤立しないで済むことにつながるかもしれない。それが行政、地域でできる
ことではないか。我々は問題児を探すことに特化せず、何かもう少し気軽に肩の荷をおろして、地域でい
ろいろなことができるという自由度も増していけるのではないか。

民生委員、ＰＴＡ等の地域に根ざした活動をしている人たちの力を借りることも大切。その中からいろ
いろなシステムができていき、地域の中全体で取り組めることが望ましい。地域の中のボランティアにし
ても、やはりすべての人がある程度の使命とか義務という気持ちや意識を持った人が集まって、それなり
の行動をしていくということがまず大事ではないか。

５　小さな言葉・つながりからの始まり

◆第３回部会◆
１・２回部会及び全体会の議論を基に協議

　　　　　◆部会で協議・提案したいこと◆

　　子どもの虐待防止のために何が地域できるのか？

○行政の役割等に関する期待される仕組み・機能は？

○地域の各機関ができることは？

○区民一人ひとりができることは？

○地域で協力し合ってできることは？

20年度の検討

　第三回協議会
　　　３月

部会の提言報告

　

　　【第1回】
　　９月１日

顔合わせ
①平成１９年度の
検討内容の確認
②平成２０年度検
討の方向性の確認
③具体的な対策の
提案に向けた検討

　　【第2回】
　　　１１月

①第１回の議論を踏
まえた原案に基づく
議論

②提言の素案づくり

　　【第3回】

　　　１月

①１９・２０年度
の議論のまとめ
②提言の素案につ
いての最終協議
　　　　↓
　提言のまとめ

平成２０年度部会の予定
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